
最近の栃木工場

TochigiWt)rks ofI｣ilte

本邦唯一-の冷凍機｢､?門綜存二l二喝でこを)る日立製作所栃木

コニ場に於てほ､1 なる経済状i兄の巾にムー_)て､い

ら早く冷凍機隼雄二_二十有余イlけ)駈ニシ茶とl__て設計技術

の改善､｢二作技術の研潰克行い､多くの傾秀な′ニ弓弼臥17l

を市場に リⅢし､好評をl彗しているが､1､1卜未年栃木

コニ場に於て錬成しつ㌧ぁる各種冷凍構の新製品∴就てそ

の概要なi木べる覇にするし.

日立小型電気冷静】車

従来目立虜気冷蔵庫ほ四番頗7立方興J~1家医用はし∵丁

ほ比車鋸勺大判のもの--▲樗頬を 作していた十､-･般家挺

周としては大きすぎると云う声か多いけ~こ~､木牛から新

製品として小型のEA-33稚岬J∴EB--15型の∴礪鷹匠

興作市販し､非常な好評む得ている._.EA-㍊i型冷蔵庫

は庫l守行積3.3立一打択､EIi-45型冷蔵樟は庫lノ1㌢二i精

3.3立~方沢であるが､いづれも庫西行隠咋畑こ′J､動こ-て

ン′くケトにまとめてもり､司畳も非常に軽最に肝たてい

るし横柄部分の冷凍--I~イケルほいづfしい令 レフて児レ｣

オン
ーF12を使用した1州Wの全符閉型寓封仰一楯瀾け-

採用しているため雑覇-もなく､町づ裾力消賀量寸)少く非

常に経済的である｡

lID一柑0型日立電気除渇轢

電気除湿機(Ⅰ引ectric dcl-uIT-idifkr〕ほ最近三村月に於

て盛んに使用せれ耕した製品て､冷凍の原潤一･封㍍1日､

空気ヰから連続的に湿気-を7kに変化させて摩妖と共に取

り去る･ものであるしJ

IID-1りIl利口立億嵩除湿機は1台て汽,tI州立万呪か

ら1り,仙川立方呪の室内の温;もを除去寸･こ,､機礪部分ほ

小型冷蔵庫同様1り(lWのうて袴閉型 機む使用し､

1uWの垂漬:判フアンによって下方のバケツ人口から空

気七明い∋_ちんで上~与にはき川すり空気中の湖有里蒸登結

にふれて水滴となり~ドのバケツに滴下するL.キャビネソ

トほ円筒形でi奇行4‖血1I11･高さ8▲仙-1n-ノ)′ト彗!なも`･∩

で高額仕上鋼板･ハ上にマルン色のノラ ン染料む娩付号

肝---

-
f)9

一日立製作所栃木工場侭職図

覇1図

Fiiて.1.

第2図

p一転.2.

ED-L15 考空 冷 横 棒

Type EI=i-45Electricl‡efri官erat()r

EA-33 彗望 冷 蔵 障

Tyf光一lミA･331引ectric Rpfri肝rat･Or

てあり､罵畳も45k只の軽量でポ←一々ブルの構造になつ

ており非常に~ミマートに招来ている｡

主な使用域所ほ服気を嫌う貯蔵室､倉庫､製造工場､

閣議交頗蔓､

J海苔･ノつ貯i

利川..されろ･プ

曙嵩所､乍真鰻光材料J)工場､悼草､茶イを

室の外､図書郎､博物鮒等ふいプ)る場所に
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第3図

Fig.3.

HD-11川 型 電 気 除 湿 擁

TypellP-1り1)Electric Dehulnid泊er

日立ウインドータイプヱアーコンディショナー

国内の 済事情け安憲にともない､ビルヂング往昔7〕

空気調和か急に盛んiこなってきた二.従来空気濁和を行う

場合㌍気澗和機は､とかく大規模なものて/J､型で設帯~ノブ

法の簡甲叔胡容易口.高性饉で静粛なものが､各方面から

要望せられた..太機の設聞方法は窓に簡灘.にⅢ粟､馬瀬

ほ常澄線1川)Ⅴにて遅･娠可能であり操作は行易である

等上討条件を十分満足するものである､｡

その仕様:.た､外形寸扶 幅7二∠(ln川1奥行7`i5Illl】1高さ

･4▲1り111111の 装鋼板製の優美なキャビネノト 禅僧′｣

に設置汁ほる様な借潰となつでにり､圧縮機はり2IIP

ニュンヂンサトモータ←拍二結の密閉型で､凝縮都､蒸菅器

用のフアンは特に宇1･響が調かになる樟特殊設計せられて

いるい冷媒にはフレオンー12を使用し事務所､食蛍､

ホテ′l､応接室､一丁･術窒､薬局等5坪柁圧の三三の冷わ享､

換気には最適のものである._.

フレオン(F-‖〕ターボ冷凍機尭成

従弟のク←が冷凍機は冷媒としてメナレンクー▼ラfド

(CII2Clコ)を使用しておったが､昨年よりメテレン ケーナ

ライドより全ての点で優丸ておるフレオン(F-11)を催

第5 図

F短.5.

8りtoヱlフ レ オ ンク
叫

ポ冷械磯

即ton Freon(F-]1)Turbo-Refrigerators

第4図

FiFト 4.

日立ウインドタイプエアーコンディショナー

Win(low TyI光Air Collditioner

用する事が出来る様こなったの-で､プレナニノrF-11)ク

ー----†ミ冷凍機1乃章許か急激に増加t′て｢Fこ∴∴
プレナン 守一丁‡ミ冷凍楷の構造:王メナレンケT▼ラ･fドしつ

ものと大差ないが､口二桁ガての性質が異なるので桁縮桝

(クドボブ｢†■デー)功設計は可成り変っており､穐々の予

備軍騎･1)結果青緑合して効率ザ良い処で條梓川1ヨ:る桜従

来のものに更に改良が加えられたし】

:工場 験の結果､予期の硝績を納埼る頚骨刷亮太はか

りでなく､その優秀な性能から･今後製作せられる省一ポ

冷凍機:よフレすン(F-1十)を依田するものが多くなると

云う確信■を得た｡.

次にフレすン々トポ冷凍機の特長を二､三途べると次

の通りでもるリ

1.冷媒とし/て次の様な良い性質なもっている(′

1)人畜に無告でふる｡

2)燃輔僧湖心 菅性が無い｡

3)金属に対する腐蝕性がメナレンクーーヤライドより

少い.-.メチレングロライドほ水分ガ潤八するた

さ〕に鳩酸を形成して鋼材やび 合金を多少

するけれども､フレオン(F-11)ほこれが極め

て少く従って機器の寿命が非常に永くなる｡

2･荘縮機の大きさが小さくなる｡

回転数を同一とした場合､ラン′ナナの平均径と

段数とをメチレン･クー-ライドと比較すると第1

表(次貢参照)の如くなり､フレオン(F-11)杵

精機の巧か如何に小さくなるかゞ判るい

3･荘杯機しつ効率が.臣い｡

任縮機ラン･ブーrの段数か前沐の如く少いので､

グトポ圧縮機の効率が良く､従って馬力当りの

冷凍容量がメチレンタロライドよりも多くなり

運軌動力費が安くてすむ｡

以上述べた如くフレオンダ←ボ冷視桝の性耶が優秀な

事か業界に認められたので､今年納入せらか･たダトポ冷

凍機の 75%はフレオン(F-11:)を使川1ノた寸,のて九つ

1仙-Ⅷ
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鈴1表 フレオン(F-11)とメナレンクリライド圧縮機ランナーの比較表

Table L.Comparison between Freon(F-1=and Methylene Chloride CompressorIくullner呂

蒸発壱こさ冷水温度 しdJ)

入 =

納 入

川 [l

先

大阪電気舟学鮨

日本興業銀行本居

汁比谷映画劇場

有 楽 座

fl 本 劇 1鼻

缶
二仁鎚行本情

上菅=i清映画館

横浜rJ漬映画鮨

旭化成延㈹コL堵

凝縮器冷土l】水温鹿(写.)

入

卜

18

21

21

24

2`1

7●able2.

冷凍容兼

(てon/day二J

｢り

【ソ】

rり

5りり

75

711

トこ､.

た.-･.-その__i二なる1t)のの仕

占)り､第5図(揮J亘を賂)

川 ｢-l

26

26

29

2り

32

32

ラ ン ナ ー 段数

7 レオン

フ レ オ ン(F-11)タ
ー ボ

Spec泊(二atil10f Freon(∴F-1り

メナレンタロ

ライド

冷 凍

′1一山rbo

ランナー平均直径

7 レ オ ン

械仕様

lミefrigeratoI'S

(mllり

レンク rJ

ド

電動梯川力

(lJP又は■l(W)

川りkW

釦甘圧It)

】5l_川ⅠⅠ)

卜.童､＼＼

37tけIP

551Il†P

l川血W

lり=kW

‥バ=l-

りミ`･
l･.｢ 冷

入【~Ⅰ温度fl=1温庭
(UUノ

7.5

11.67

12.l_15

1:･､.

1二～.り5

8∴う3

1∠1

1Jl

`

ぞ.畑拓けると第2表ノ1通i_)`こ

ほ大阪電気科号灘酔拉…011ノ

レオンダr-ニjミ冷凍機乃据付¥呉てあるい

最近のアンモニヤ圧縮機に裁て

化学薬品工業､繊維工

済の安気鉦L冷

と共こ近時我国産

業界のl軋触的拡充を要請せしれ必離l杓に

シンセニヤ圧縮機･′7:)技裾杓飛躍を二療求せら一4Lていたカ＼

125q〉 エリ 35岬の新設計も完~rL､続)ぐ生産に移さ寸･l

つつある._.次にモノ~)主改良点を列挙するならば､

1･サクシ､-∫ソバ′レイに旧来のポーミノト型をや励ノレ

にし.た事故びプレrトノ1ミ･=･L~′仁)サイズを統一･Lた

ること

‥
･

ピノくトンノビンは段付蔑圧し.､その止める方法∴L

ソクリングを拝用Lたること､二

3･ブラニー′クシャフトにソレームノ･←トニンダを行い

その破鹿骨高め耐磨横座せ増Lたことこつ

4･クランクケ･一スカノーミーーを丸型とし､分解手人に鹿

ならしノ～ノ_)たること.

5･外べ/リンノダを丸-ズ灯ルとし.､据トナ心出しに塵尤

らしめたること等■･･○あるし,

し′OCノ

3

4.45

8

8

J

4.45

11).5

】_t).さう

3

101

7永

水 j~l;二

り11ご1/ユl_)

53.R

63

!)り

t)り

2‖･1

3ミ)り

64.8

(;り.5

125

凝縮詩･昔冷却水

入日温匪■7k 脱

し○じノ;しl-1叩-)

21)

18

1汚

】8

18

18

19

31

22

備 考

冷房用

//

冷却塔を使劇

化学工業用

秩父セメント株式会社納650Hl'減速機

650IIP Reduetion Gear for Chichib11

C(!mellt Co.,l-td.

この柾目☆ 作J射亀有:｢場て冠絶した(う5(11i~1'減速機

r秩父セメント株式∠ミ址納■1はセメント裂き什‡Tf■川り二二fゴけ

るチューノミル_駈動∴用いらJLるものでぁる､ノ

心機の4換鰍よ電動機よりカジノリングを経た動力を埼

一段ゼー一寸~ンより両側のキ､ヤに二分し､それぞれ卜←∵シ

ョンシヤノト､十1′カップリン′〆を経て第二段ピこ寸ン

を回転L､この二つのピニオンに噛烏うけ職~1のニト1′の回

転∴よって所要の成 機能を果す_､いわゆるノンメトU

ノミーノニ･ス肯こぁる.歯中は超指紆1二作:ニより製作されて

をり運転よ越)くって静ム軒でもる〕

仕枝は次(つ過りでふる｡｣

型 式 /ンメトリ型､2二段 速､タ~ソ

ノい､りか1､セン∵トードライノ式

伝lよ 罵 力 6訓‡1l}

原動機例国広嵐 75し)r▲l〕･肛

較動機側聞転奴 2--lノ86うr･1)▼1tl･
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節6囲

IJ短.6.

比連減

簡 単

超短波通信用

650IiP減 速 機

(;5りH王)He(lt】Ction Gear

2 段

1:35.9.15

ダブル/､､リカルフル2d阜デブブス

アチユア管

6AE5量産に移る

Quantity Prod11Ction Started with

Type6AK5Milliatllre Tul)e for

Uitra･Short Wavc Ttllecommllnication

【1立製作所茂原工場てほ超短波通信相として最近各力

面に用途や増大Lたミニアチュア管6AK5を量産ナる

に全つじ1このミニ~′チユア管こ.1一高い招-1を右十る高

性能真空管て､一一般にr一朝うてこ上冠上な性能のものを作り

得るメーカーか殆ど/い､とまて･言わ′†Lているが､日立茂

原工場ては昨年真以斗三~~二王匂:こ亘()日本旗崖協乙ミに好成績

で特に高性敵つi〕(つを納入Lアニが､最近･二っ寓安登増大に

息脚庸
第7図 6AKiミ

こ)-ナユア管

Fig･71Type6AK5Miniature Tube

範飢巻 第4号

鑑ム量産をはじめたものである｡

娩格;エ次(7~)通りてある｡

型 式 名

品 種

ヒーター電圧

/′ 電流

用 途

臓趣電 圧

カゾ←卜抵抗

第二路子電流

陽 極電流

相~互1ンオクタンス

鼓大任

6AK5

高閲扱増幅5極管

6.3V

n.175A

A級増幅

180V

20nJユ

2.4nlA

7.7nlA

5,川0凸

191-1m 全長 44Il1111

日活園際会舘月立エレベータ

HitilChilミIt!VatOrS for Nikkatsu

InternationalI主11ilding

壌京日比掛つ-一角に潜函工法､外資掟携等で関係方面

多∵

,
`
r の話題を授けていた日活 際会舘は3月ド旬故功

近代的豪葦設臓を誇りつゝ開館Lた｡.当館正面ホールに

6機朗形に列ふエレベータはホテル一郎l-12古事務所用4

台に分右､H立製作所多賀工場は特に国際人に快適なサ

←ビスを提供するホテルヤ川2機を完成納入した∩ この

エレべ←タは開館式に参列の多くの知名の人々に言∋こ匠は

勿論乗心地その他非常なる好評な博し､日柄国際会館側

から寸..日立 作所咋技術並びに努力に対し特に感謝の怠

を表されたくi)のでぁる｡･.

本機い月立 作所標･隼シグナルコ｢こ/卜｢,r-ルⅤⅤ式

キヤレス直流エレベータてぁるが､囲転機､速度制御､

トアマシン に多くの特別な考慮がなされ､_意匠につい

てはモデル製作による研究ガイドレ‥≠ルその他には新し

い工事方法を抹増する等､綜子拍勺に技術の優秀を誇り得

るも♂)てもる｡

次に性誰はiこ記の通りてある.,

式 日立ダブルラ:ニ′ブトラクションギャレス塑

造135りlくg(是貞15名)

度1211叫min

制御方 直流叶な電仔シ〃サノLコントロ岬ノl精密自

動着床式

停止階放1･･1九所(B4～Bll～9R)

描次頁グラフに依り日満会頚全景､エレベータ出入口

及こ用郵相窒等をを殿願い度い｡
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A

B

C

D

E

F

日立エレベータ

日活国際会館全景

カ ー ス イ ッ チ

エレベータ出入H

エレベータ出入H

エレベータ機械室

エレベータ出入口

103--疇
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l■､日立

第 34 第4

堅牢で優美な

評論｣持込カバー発売

(特製痍込紐付〕特債1粗 ¥100.(郵送

号

l日立評論｣L二)蝮込カバ←ほ非常に好評を博L､売切小一でしたが､

ノ沖｣′ゾ良しつ様なスマ【トなものを作成数しまして御希望の向きに

御頒f-ノ致ナことになりまLた.｡

御希望の方ほ至急日立評論社へ御中込~卜さい｡

発売所

日立評論社悪習普是王賢曾賢写呈■左2雲7芸

くノ

待望久しかりし独立鉦本の講和発功･=琵4月 プ8日左

期して､日

の一一恵を計ナ

の-一途iこ､工

[司民ほ勿論､肛紬-i三視一/)1いに輝かLい肝史

ととなつ7ニー.･′~■′/後文化[1本としで韮屁へ

日本も協力逆進-~ト∴さ毒大使命かムる｢

本誌も我[司有数の工学技砧研髄詔沃して｣酉飛ぬ㌘∵ト､＼

を迎え､益予充実した彗陣を揃えて愛読者諸兄･つ御

ノ
＼
＼
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